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2 Ⅰ 令和５年度の当初予算の概要

「次代を見据え進化する“まち”を目指して」

一般会計当初予算の推移

Ⅰ 令和５年度当初予算の概要

予算の概要

令和５年度予算は、「市民の安心と生活を守り、『暮らし』の質を高める」、「 “まちの未来へ”新たな魅
力創出への挑戦」を編成方針とし、直面する課題への対応と将来を見据えた戦略的な取組への重点配分
を行い、安心して住み続けられ、魅力あるまちづくりを進めるとともに、将来世代への過度な負担の回
避と新たな行政需要への財源創出を図り、持続可能な行財政運営を推進します。
また、国のいわゆる「１６か月予算」の考え方に合わせ、本市においても、令和４年度補正予算（12

月・３月）と令和５年度当初予算を一体的なものとして編成します。

令和５年度当初予算 総額

919.7 億円
（前年度比 ＋49.9 億円、＋5.7％）

令和４年度補正予算 総額

9.7 億円
（前年度比 △3.1 億円、△24.2％）

一般会計 566.7 億円

（前年度比 ＋40.2 億円、＋7.6％）
一般会計 8.9 億円

（前年度比 △1.7 億円、△16.0％）

特別会計 260.0 億円

（前年度比 ＋3.0 億円、＋1.2％）

企業会計 0.8 億円
（前年度比 △1.4 億円、△63.6％）

企業会計 93.0 億円

（前年度比 ＋6.7 億円、＋7.8％）

（※国の補正予算対応分等）
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１ ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進

スマート市役所の実現

「書かない・待たない・行かなくてもいい市
役所」を実現するため、スマートフォンやタブ
レット端末などを使用して、誰でも簡単に行政
手続きなどができるスマート申請をすべての
分野でフルスピードで拡充します。
令和５年度中に、新たに 60 手続きの公開を

予定しています。

デジタル化推進事業
●スマート市役所推進業務委託料 132 万円
●サービス利用料 476 万 4 千円

■マイナンバーカードでらくらく窓口証明書交付サービスの導入
戸籍住民基本台帳一般事業 289 万 3 千円

■ＷＥＢ口座振替受付サービスの導入
市税収納事業 937 万 9 千円

■学校体育施設予約システムの導入
体育施設管理運営事業 179 万 2 千円

■収納業務に係る預貯金照会の電子化
市税収納事業 209 万 3千円
国民健康保険税収納事業（特別会計） 198 万 7千円

対話型電子申請等サービスの拡充

DX※を推進する環境整備

サステナブル・スマートシティ
の推進

交通・医療・防災・教育・観光など様々な
分野で利便性を向上し、デジタル社会にふ
さわしい持続可能な未来社会の姿を形成し
ていきます。

スマート市役所
の実現

24 時間 365日、いつでも
どこでも、簡単、便利に行
政サービスが利用できる市
役所を目指します。

DX 推進のための体制を構築するとともに、誰一人
取り残さない人に優しいデジタル化を進めます。

OTHERS

新規事業 拡充事業 補正予算補

スマート申請
スマート申請では、窓口で職員の説明を受
けるのと同じように対話型で手続き可能で、
誰でも簡単に利用できます。また、本人確認
や手数料の支払いもスマート申請の中で完結
します。

申請
○住民票の写しなど、
各種証明書

○健康・福祉などに
関する手続き

予約
○マイナンバーカード
の受け取り予約

○イベントの予約

通報
○有害鳥獣の目撃など

廿日市市の
公式ＬＩＮＥは
こちらから
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サステナブル・スマートシティの推進

吉和地域において、住み慣れた場所で暮らし続
けられる地域社会を構築することを目的とし、デ
ジタル技術を活用した実証事業に取り組みます。
誰もが使い慣れた自宅のテレビとデジタル技術

を組み合わせたサービスを提供します。

デジタル化推進事業
●過疎地域暮らしのＤＸ推進業務委託料 430万円

本市の地域課題を解決し、市民の暮らしの利便性
向上などにつながる民間事業者の取組（実証実験）
を支援します。

デジタル化推進事業
●地域課題解決型ＤＸ実証実験補助金 300 万円

■廿日市市スマートシティ構想の策定
企画調整事業 560 万円

■市内事業者のＤＸ支援
産業振興ビジョン推進事業 100 万円

■電子処方箋管理サービスの導入支援
保健衛生一般事業 3,133 万 2千円

■道路舗装のＡＩ点検
道路維持管理事業 200 万円

■救急車ＩＣＴ導入と通信指令システム連携
消防通信施設維持管理事業・救急活動事業 154 万 7千円

ＤＸを推進する環境整備

■情報通信格差の是正
デジタル化推進事業 990 万円
■スマホ教室等の実施
市民センター活動推進事業 23万 8千円

吉和地域暮らしのＤＸ推進実証実験 デジタル技術を活用した地域課題解決

デジタルデバイドの解消

マイナンバーカードの
申請サポートを実施しています
市役所、各支所等でマイナンバーカードの申請手続をサ
ポートしています。出張サポートも行います。

戸籍住民基本台帳一般事業
●マイナンバーカード申請サポート等業務委託料 5,044 万 7 千円

OTHERS

補

ＶＲ空間上に再現した浅原地区の安井家母屋

マイナンバーカードの利活用
マイナンバーカードは本人確認のための
身分証明書として利用できるほか、自治体
サービス、電子証明書を利用した電子申請
等、様々なサービスに利用できます。
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２ ゼロカーボンシティの推進 ～２０５０年カーボン

省エネ・脱プラで地球環境への負荷を抑制
市民や事業者の地球にやさしい取組に対する支援を充実させるとともに、脱プラスチックの取組を推進

し、省資源、省エネルギーのライフスタイルに転換することで、地球環境への負荷の抑制を図ります。

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、
地球温暖化対策実行計画を策定します。

地球温暖化対策推進事業
●地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定業務委託料 228 万 8 千円
●環境基本計画及び地球温暖化対策実行計画（事務事業編）改定業務委託料

638 万円

プラスチックの資源化品目の拡大に向けて、は
つかいちリサイクルプラザなどの更新を含め、リ
サイクル施設の整備方針の検討を行います。

循環型社会推進事業
●リサイクル施設整備方針検討業務委託料 900 万円

使い捨てのライフスタイルを見直し、プラスチ
ックごみの削減につなげるため、宮島地域など公
共施設３か所に、マイボトルに無料で給水できる
ウォーターサーバーを設置します。

地球温暖化対策推進事業
●ウォーターサーバーレンタル料 29万 7千円

■ゼロカーボンの普及啓発
地球温暖化対策推進事業 300 万円

■森林吸収源対策のための調査
林業振興事業 450万円

省エネルギー診断の結果等に基づき既存設備
の改修や省エネルギー設備の導入に取り組む中
小企業者などを対象に、工事費、設備費等にか
かる費用の一部を補助します。

地球温暖化対策推進事業
●事業所用省エネルギー設備導入促進補助金 3,000 万円

自ら居住する住宅に地球温暖化対策設備を新
たに設置する市民を対象に、設置費用の一部を
補助します。

地球温暖化対策推進事業
●住宅用地球温暖化対策設備導入促進補助金 1,900万円

地球温暖化対策実行計画の策定

リサイクル施設整備方針の検討

脱プラ！ウォーターサーバーの設置

事業所用省エネルギー設備の導入促進

住宅用地球温暖化対策設備の導入促進

新規事業 拡充事業 補正予算補

OTHERS

▲写真提供 三重県志摩市
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ニュートラルに向けて～

電気自動車などの普及でＣＯ₂削減
世界中で排出されるＣＯ２の約 20％を占めるといわれるガソリン自動車などから、電気自動車などに転換
することで、ＣＯ２排出量の削減に取り組みます。

庁用車に電気自動車などを導入することで、市の
事務事業により排出されるＣＯ₂の削減を図るととも
に、脱炭素社会の実現に向けた機運を醸成します。

庁用車管理事業
●庁用車リース料 315 万 6 千円
地球温暖化対策推進事業
●庁用電動アシスト自転車購入費 56万 4 千円

（消防)指揮車整備事業
●指揮車購入費など 2,333 万 7千円

宮島地域でのグリーンスローモビリティ導入の可
能性を探るための実証実験を行います。

地球温暖化対策推進事業
●グリーンスローモビリティ実証実験業務委託料 300 万円

市域から排出されるＣＯ₂を削減するため、電
気自動車などを購入する市民や中小企業などを対
象に、購入費用の一部を補助します。

地球温暖化対策推進事業
●電気自動車等導入促進補助金 600 万円

▲廿日市市役所で導入した電気自動車

宮島ゼロカーボンパークの登録を目指します

環境省では、国立公園において先行して脱炭
素化に取り組むエリアを「ゼロカーボンパーク」
として推進しています。
ゼロカーボンパークとは、電気自動車の活用

等を進めることで、国立公園の脱炭素化を目指
し、脱プラスチックを含めてサステナブルな観光
地づくりを実現していくエリアです。
本市は、瀬戸内海国立公園に指定されている

宮島地域において、ゼロカーボンパークへの登
録を目指します。

庁用車の電気自動車などへの転換促進

グリーンスローモビリティ導入実証実験

電気自動車等の導入促進

▲対厳山から望む瀬戸内海国立公園・宮島（奥）
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３ 持続可能な観光地域づくり

観光客の回復と「宮島らしい」観光の推進に向けた取組

インバウンド復興を見据えたＧ７サミットや
観光友好都市を活用した外国人観光客の誘客プ
ロモーションの実施、閑散期の需用喚起の取組に
よる分散型観光を推進します。

新型コロナウイルス感染症対策産業振興支援事業
●観光誘客促進事業 3,030 万円
●インバウンド誘客促進事業 500 万円

コロナ禍で減少した宮島の観光客を回復させる
ため、歴史・文化・自然などの魅力を伝えるイベ
ントの実施や、混雑状況をＬＩＮＥでお伝えする
取組を進めます。

観光誘客強化事業
●宮島復興プロモーション事業委託料 1,200 万円

Ｇ７広島サミットの開催や大阪・関西万博の
開催を見据え、国内外に宮島のブランドを発信
し、併せて宮島訪問税の徴収開始を周知します。

企画調整事業
●宮島プロモーション及び宮島訪問税徴収開始に係る
広報物作成業務委託料 7,000万円

自主的に地域課題に取り組む島民や事業者など
の活動を促進させるため、持続可能な宮島地域の
まちづくりにチャレンジする団体に対し、補助金
を交付します。

宮島まちづくり推進事業
●持続可能な宮島地域チャレンジ補助金 200 万円

インバウンド誘客・分散型観光の推進 宮島の復興を内外にアピール

宮島のブランドを国内外に発信 宮島地域のまちづくりを支援

新規事業 拡充事業 補正予算補

※「持続可能な観光」：訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と未来の環境、社会文化、経済への影響に十分配慮した観光

補
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観光地域づくりの取組
包ヶ浦自然公園管理事業
地域の高付加価値化を促進するため、包ヶ浦自然公園の

有効活用を図ります。
●事業者選定支援業務委託料ほか 997 万円

吉和魅惑の里
地域の活性化につなげるため、民間譲渡に向けた準備を進

めています。

宮浜温泉街活性化（観光資源ネットワーク化事業）
宮浜温泉街活性化基本構想を推進し、魅力ある温泉街と

して、地区の活性化に取り組みます。

●宮浜温泉街地区計画検討支援業務委託料 199 万 8 千円

はつかいち版ＤＭＯの組織づくり検討（産業振興ビジョン推進事業）
持続可能な観光地域づくりの推進のため、はつかいち版Ｄ

ＭＯの組織づくりに向けた検討を進めます。

●はつかいち版ＤＭＯ組織づくり検討業務委託料 1,400 万円

宮島訪問税の徴収を開始します （令和５年 10月 1日から）

「宮島訪問税」（法定外普通税）

・趣旨：宮島への多くの観光客等の来
訪によって発生し、又は増幅
する行政需要に対応するため
に課する税

・納税義務者：訪問者
(未就学児、障がい者等を除く)

・税率：１００円（1人1回につき）
５００円（1人1年ごと）

宮島訪問税導入事業 2 億 2,478 万 3千円
●徴収開始に伴う準備・運用経費など

安全・安心なＧ７広島サミットの開催に向けて

Ｇ７広島サミットとは、令和５年５月１９日から２１日までの間、広島県内において開催される主
要国首脳会議です。仏、米、英、独、日、伊、加の７か国並びに欧州理事会議長及び欧州委員会委員
長が、世界経済、地域情勢、様々な地球規模課題について、率直な意見交換を行います。
廿日市市では、安全・安心なＧ７広島サミットの開催に向けた支援を行います。

広島サミット推進事業 3,044 万 6 千円 ほか
（水道施設等の安全確保、識別証の申請受付など）

（概念図）
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４ スポーツを核としたまちづくり

市民のスポーツに関する取組を応援します

市民のスポーツ意識の高揚と競技力の向上を
図る目的で交付している報奨金について、交付
金額を見直し、支援を強化します。

スポーツ推進事業
●全国大会、国際大会等出場者報奨金 146 万円

障がい者に限定した施設利用日を設定し、障
がい者のスポーツイベント開催やプール利用を
促進し、運動機会を創出します。

スポーツセンター等管理事業
●障がい者スポーツ施設利用促進事業委託料 230万 8千円

女子野球タウン構想に基づき、女子野球選手
の裾野拡大や、選手の活動支援などの事業を継
続して実施します。

スポーツ推進事業
●女子野球タウン推進事業委託料 273万 5千円
●女子野球チーム等立ち上げ支援補助金 70万円
●防球ネット購入費など 156万 5千円

佐伯総合スポーツ公園を大幅リニューアル

女子野球、学生野球及びプロ野球ウエスタ
ン・リーグの開催など、様々な大会を誘致でき
る施設とするため、（更衣室の新設、観客席増
設、電光掲示板設置など）野球場の再整備を行
います。

公園整備事業
●野球場整備工事など 2億 7,023 万円

〔債務負担行為Ｒ6 4 億 1,156 万円〕

自動で撮影・編集ができるＡＩカメラを野球
場に設置し、遠方の方にもライブ配信が可能と
なり、あわせてこの配信サイトで、中山間地域
などの本市の魅力を発信します。

スポーツセンター等管理事業
●野球場ＡＩカメラ設置業務委託料 305万 8千円

陸上競技場を、多世代、多種目のスポーツ活
動が行える場（多目的グラウンド）として整備
するため、実施設計を行います。

公園整備事業
●陸上競技場整備工事実施設計業務委託料 4,150 万円

国際大会などへの出場者を応援します

障がい者の施設利用を促進します

女子野球タウンの取組推進

野球場の再整備に着手します ＡＩでスポーツの観戦スタイルを多様に

陸上競技場の整備

新規事業 拡充事業 補正予算補
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５ 都市構造の再構築、コンパクトシティの形成

本市の都市拠点であるシビックコア地区のうち、国道２号以南の有効
利用が期待できる土地について、市街地整備を具体化するための調査・
検討を進め、地区整備の基本計画を策定します。

● シビックコア地区事業化調査業務委託料 1,487 万 2千円
● 榎之窪１号線道路予備設計業務委託料 923 万 8千円
● その他経費（旅費など）

産業団地の整備により市内・外企業を留置・誘致し、雇用の確保、市内
経済の発展を図るとともに、新たな市街地開発を誘引します。

● 用地購入費、補償費 2億 4,000 万円
● 市道二重原線整備工事委託料 2,400 万円
● その他経費（環境影響評価、用地測量など）

平良丘陵開発土地区画整理事業（組合施行）の実施により、産業団地と
観光・交流拠点を整備します。

● 公有財産利活用調査検討業務委託料 1,432 万 2 千円
● 産業団地造成交付金 1,500 万円
● その他経費（用地測量など）

人口減少の影響を受けにくく、選ばれるまちになるために、新た
な事業用地を確保し、住工混在解消による既成市街地の高度利用、
人口集積による経済サービスの誘発など、新たな魅力を創出し、本
市の特性を生かした拠点づくりと各拠点間を公共交通で結ぶネット
ワーク型のコンパクトシティ形成を進めます。

新機能都市開発

推進事業

4,044 万 7千円

未来物流産業団地

造成事業

3 億 2,766 万 7千円

2,459 万 5千円

市街地整備関連

調査事業
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■事業一覧
本市は、第６次総合計画の将来像「挑戦！ 豊かさと活力あるまち はつかいち ～夢と希望をもって世界へ～」の

実現に向け、次の４つの方向性に基づく施策・事業を実施しています。

６ 方向性ごとの重点事業

方向性１ くらしを守る…13

●市民センター管理運営事業
●多世代活動交流センター管理運営事業
●筏津地区公共施設再編整備事業
●消費者行政推進事業
●重層的支援体制整備事業
●道路整備事業ほか
（道路ネットワークの強化）

●多文化共生推進事業
●地域医療拠点等整備事業
●防災情報システム管理事業
●防災一般事業
●消防庁舎整備事業
●急傾斜地崩壊対策事業
●河川整備事業

方向性２ 人を育む…16

●不登校総合対策事業
●学校教育振興一般事業
●小学校教育振興一般事業
●中学校教育振興一般事業
●学校給食管理運営事業
●保育園整備事業
●私立保育園運営事業
●不妊治療費助成事業
●母子保健事業
●中山間地域振興事業

方向性３ 資源を活かす…19

●市民センターリニューアル事業
●集会所整備事業
●新型コロナウイルス感染症対策産
業振興支援事業

●商店街等活性化事業
●担い手経営基盤強化事業
●有害鳥獣被害対策事業

方向性４ 新たな可能性に

挑む…21

●シティプロモーション事業
●住宅政策一般事業
●空き家対策推進事業
●宮島口地区整備事業
●企業立地促進事業

■事業の見方

令和 5年度の予算額です。２か年度以上にわ
たって実施する事業は、「債務負担行為」と
して令和 6年度以降の額を括弧書きで記載し
ています。

第 6次総合計画の将来像実現に向け、４つの
方向性に基づく施策・事業を説明します。

事業の実施に必要な経費の内訳です。
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方向性１ くらしを守る
市民が生涯にわたり健康で暮らせるよう、健康寿命の延伸に向けた取組を行います。また、今ある豊かな自然環境を守るとともに、便
利で住みやすく、災害に強い、安心して住み続けられるまちづくりに取り組みます。

地域の拠点性を高めるまちづくり 2 億 2,606 万 1 千円
〔債務負担行為R6-R8 1 億 300 万円〕

佐伯地域
浅原地区での地域住民主体による地域経営やその活動

拠点となる「あさはらまちづくり交流センター」の管理運
営を行うことで、地域主体の持続可能なまちづくりを進め
ます。

市民センター管理運営事業
●あさはらまちづくり交流センター指定管理委託料

〔債務負担行為Ｒ6-Ｒ8 1 億 300 万円〕

吉和地域
令和 5年 5月に供用開始し、地域運営組織による指定

管理がスタートする「吉和ふれあい交流センター」を拠
点に、生涯学習の推進や、まちづくり活動の支援に加
え、地域内外との交流促進などに取り組みます。

市民センター管理運営事業
●吉和ふれあい交流センター指定管理委託料 2,882万 1千円

大野地域
市民の活動と交流の拠点として、すべての世代を対象

に、子育て環境の向上、生涯学習の振興、スポーツの推進
及び福祉の増進を図るため、民間のノウハウを活かした施
設の一体的な運営を行います。

多世代活動交流センター管理運営事業
●多世代活動交流センター指定管理委託料 1億 9,724 万円

筏津地区公共施設再編事業
●再編整備工事請負費 6億 5,036 万 5 千円
●都市構造再編集中支援事業事後評価支援業務
委託料 500 万円

●モニタリング業務委託料 154 万円
●その他経費 1万 5千円

迷惑電話防止機能付電話機購入費の補助 80 万円

６５歳以上の高齢者世帯を対象とした、特殊詐欺、悪質
なセールスや勧誘などの電話を防ぐための迷惑電話防止
機能付の電話機の購入補助制度を創設し、被害の未然防止
に努めます。

消費者行政推進事業
●迷惑電話防止機能付電話機等購入補助金 80万円

新規事業 拡充事業 補正予算補
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地域共生社会の実現に向けた取組みを充実させます 2,200 万円

支援を必要としている人のさまざまなニーズに対応できる、各相談支援機関のネットワークを機能させ、地域での暮
らしや生きがいにつなぎます。

重層的支援体制整備事業
複雑・複合化した相談ケースに、多機関が連携してスム

ーズに対応するため、専門機関による家庭訪問や同行支
援を行い、相談者との関係づくりに向けた体制を強化し
ます。
相談支援機関の専門職、相談員に対し、相談支援に関す

る巡回相談及び勉強会の実施など、支援者に対する支援
を行います。
●アウトリーチ等支援業務委託料 460 万円

支援につながった人やその家族が、地域とつながりを
持ち、社会へ参加できるよう、必要な支援メニューとのマ
ッチングやフォローアップ行います。
●参加支援事業等委託料 1,240 万円

支援に生かせる社会資源を可視化し、市民や専門職で
共有、活用するとともに、支援者がコミュニケーションを
円滑に行うためのシステムを導入します。
●社会資源情報共有ツール導入等委託料 500 万円

道路ネットワークを強化します 9 億 2,941 万 7 千円

都市間・地域間の移動を円滑にするため、幹線道路やア
クセス道路などの整備を進めます。

路線ごとの経費内訳（道路整備事業など）
●林道玖島川末線 2億 350 万円
●堂垣内広池山線 3億 1,129 万円
●熊ヶ浦鯛ノ原線 8,710 万円
●グランド線（住吉） 3,213 万 5 千円
●鳴川３号線 1億 45万円
●街路畑口寺田線５工区 1億 1,644 万 2 千円
●街路地御前串戸線 7,650 万円
●街路筏津郷線２工区 200 万円

新規事業 拡充事業 補正予算補

街路畑口寺田線
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国際交流・多文化共生センター開設に向けた準備を進めます 500 万円

外国人住民が在留手続、雇用、医療・福祉、居住、出産・
子育て、子どもの教育などの生活に係る適切な情報を得
たり、相談をすることができるよう、多言語で対応する一
元的な窓口の開設準備を進めます。

多文化共生推進事業
●国際交流・多文化共生センター開設準備等業務委託料 500 万円

病院新棟の建設を支援します ４億 6,126 万９千円

地域医療拠点等整備事業の一環としてＪＡ広島総合病
院新棟及び屋上の防災ヘリポート整備に対する財政支援
を行い、広島西二次保健医療圏の更なる機能充実を図り
ます。

地域医療拠点等整備事業
●広島総合病院新棟建設事業費補助金 ４億 6,126 万 9千円

災害への備えを充実させます 4 億 5,572 万 1 千円

防災情報システム管理事業
気象情報や雨量、水位などの情報を効率的に収集・解析

する映像システムを導入します。
●気象状況等監視映像システム導入業務委託料 2,035 万円

防災一般事業
災害時に市民や観光客が迷わず指定緊急避難場所へ到

達できるよう、誘導標識を設置します。また、災害対応力
向上のため、職員の防災士資格取得を支援します。
●避難所誘導標識設置業務委託料 198 万 6千円
●防災士養成講座研修負担金 25 万 8千円

消防庁舎整備事業
災害時に消防拠点となる佐伯消防庁舎を、令和６年度中

の供用開始に向けて整備工事に着手します。
●佐伯消防署整備工事請負費 2億 4,962 万 7千円

急傾斜地崩壊対策事業
急傾斜地の崩壊による災害から市民の生命を保護する

ため、急傾斜地崩壊対策工事を進めます。
●急傾斜地崩壊対策事業 1億 4,300 万円
●急傾斜地崩壊対策県負担金 2,450 万円

河川整備事業
豪雨による浸水などの被害を最小限にするため、計画的

に河川の整備を行います。
●河川整備事業 1,600 万円

水口Ｂ地区
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方向性２ 人を育む
次世代を担う子どもたちがたくましく育ち、ふるさとへの誇りを持てる取組を行います。また、市民一人ひとりの力を活かした市民主
体のまちづくりを進めるためにも、今後のまちづくりの担い手の育成・支援に取り組みます。

不登校の子どもへのきめ細かな支援を行います 9,172 万 4 千円

不登校児童生徒の支援を、より一層充実させるため、青
少年指導員を増員し、廿日市地域、大野地域及び佐伯地域
に支援の拠点となる子ども相談室をそれぞれ開設します。
また、子どもつながり支援員を各校へ配置し、気になる

児童生徒にきめ細やかな支援を行います。

不登校総合対策事業
●子どもつながり支援員報酬 5,790 万 4 千円
●青少年指導員等報酬 1,492 万 6 千円
●期末手当など 1,545 万円
●その他経費（光熱水費など） 344 万 4千円

休日の部活動の地域移行に向けて取り組みます 476 万 2 千円

中学校における休日の部活動の地域移行を段階的に行
うため、複数校の運動部・文化部でモデル事業を実施しま
す。

学校教育振興一般事業
●休日部活動地域移行モデル事業指導者報償費 409 万 6千円
●旅費など 66 万 6 千円

水泳授業の環境改善に取り組みます 1,279 万 5 千円

一部の小・中学校において、屋内温水プール施設を利用
した水泳授業により、時期を問わず、安全かつ効果的な水
泳指導を試行的に実施します。

小・中学校教育振興一般事業
●小学校水泳指導業務委託料 997 万 6千円
●中学校水泳指導業務委託料 281 万 9千円

新規事業 拡充事業 補正予算補
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子どもたちの給食費負担を軽減します 6,132 万円

物価高騰に伴う給食費の負担増加を軽減するため、
小・中学校や私立保育園の給食費に対し支援を行いま
す。

学校給食管理運営事業
●令和５年度学校給食費負担軽減事業負担金 5,532 万円
私立保育園運営事業
●令和５年度私立保育園給食費補助金 600 万円

宮島の認定こども園オープンに着手します 1,185 万 5 千円

宮島地域の教育・保育ニーズに対応するため、宮島幼稚
園を改修して認定こども園として整備し、令和 7年度の開
園を目指します。

保育園整備事業
●宮島幼稚園改修工事実施設計業務委託料 1,150 万円
●その他経費 35 万 5 千円

待機児童対策を強化します 2,200 万円

入園を希望する児童を受け入れるため、保育士確保に取
り組む私立認可保育園に対し、その費用を支援することに
より、待機児童を発生させない環境づくりに努めます。

私立保育園運営事業
●私立保育園定員払い事務費補助金 2,200 万円

補
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保険適用外の不妊治療を支援します 180 万円

令和４年４月から、不妊治療が保険適用となりました
が、先進技術を使った治療など、保険適用とならない特定
の不妊治療に対し、広島県が助成対象としている経費の
一部を支援します。

不妊治療費助成事業
●扶助費（特定不妊治療費） 180 万円

妊産婦への支援を強化します 7,640 万円

核家族化が進み、孤独感や不安感を抱える妊産婦も少
なくありません。妊娠期から子育て期まで一貫して支援す
るため、妊娠時５万円、出産児童一人当たり５万円を支
給します。

母子保健事業
●妊娠・子育て応援金 7,640 万円

佐伯高校魅力化を支援します 2,586 万 3 千円

特色ある部活動の活動支援を始め、下宿先の確保や公営
塾の開催など、地域一体となった高校の存続や魅力化に関
する取組を行います。

中山間地域振興事業
●公営塾学習支援員報償費など 161 万 1千円
●活性化支援事業補助金 242 万 2千円
●下宿費・通学費等補助金 2,183 万円

新規事業 拡充事業 補正予算補
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方向性３ 資源を活かす
これからのまちづくりのために、人材力と地域力を高めるとともに、多様な地域資源を活用していくための取組を行います。

市民センターをリニューアルします 3 億 960 万 6 千円

生涯学習やまちづくりの拠点である市民センターを市
民が安全、快適に利用できるよう、バリアフリー化などの
実施設計や改修工事を行います。

市民センターリニューアル事業
●バリアフリー化工事（地御前・四季が丘・玖島） 2 億 8,325 万 2 千円
●LED化工事（阿品・串戸・阿品台） 1,691 万 1千円
●大野西市民センターバリアフリー化工事実施設計など 942万 7千円
●その他経費（旅費など） 1万 6千円

大野４区集会所の整備に取り組みます 1,362 万円

大野地域メイン集会所基本計画に基づき、旧耐震基準で
建設された大野４区集会所の建替工事の実施設計を行い
ます。

集会所整備事業
●大野 4 区集会所建替工事実施設計業務委託料など 1,362 万円

ポストコロナに向けて事業者を支援します 3,420 万円

ポストコロナに向け、新商品・新サービス開発の取組に
対する支援や、創業への支援、国の補助制度の活用サポー
トなどを行います。

新型コロナウイルス感染症対策産業振興支援事業
●事業継続・新事業創出支援プロジェクト 3,000 万円
●情報発信プロジェクト 420 万円

補

現在の四季が丘市民センター

現在の大野４区集会所
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商店街の活性化に取り組みます 715 万円

商店街の活性化を担う地域支援員を配置するとともに、
商店街の魅力向上・活力創出につながる活動に取り組む市
内商店会などを支援します。

商店街等活性化事業
●商店街等活性化事業補助金 200 万円
●地域支援員報酬等 369 万 7千円
●その他経費 145 万 3千円

農業の担い手を確保します 3,675 万円

経営が不安定な新規就農者を支援し、確実な営農定着
と早期の経営安定を図るための支援を行います。また、
経営力の高い農業者を育成するため、農業者が行う経営
発展や生産技術の向上を目的とした取り組みを支援し
ます。

担い手経営基盤強化事業
●農業次世代人材投資資金交付金 2,475 万円
●農業基盤施設整備事業補助金 1,200 万円

有害鳥獣被害対策を強化します 1,494 万 9 千円

有害鳥獣による被害の増加に対応するため、狩猟免許取
得などの支援や民家近くに出没するサルの捕獲作業を行う
など、有害鳥獣被害対策の強化を図ります。

有害鳥獣被害対策事業
●捕獲班報償費 252 万 4 千円
●買上金 271 万 2 千円
●有害鳥獣被害対策業務委託料 650 万 8 千円
（ひそみ場撤去(除草)、捕獲など）

●防除用施設設置事業補助金 114 万 5 千円
●鳥獣被害対策実施隊体制強化補助金 200 万円
●狩猟免許取得等補助金 6万円 サルひそみ場対策の除草作業後（右）

新規事業 拡充事業 補正予算補
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方向性４ 新たな可能性に挑む
将来を見据え、新たな活力の基盤となる環境整備を進めるとともに、市民の挑戦や新たな起業などにチャレンジすることを応援し、ま
ちの活性化に取り組みます。

移住・定住を推進します 4,603 万円

まちの活力維持に向け、本市の居住地としての魅力を
市内外に発信し、認知度や好感度を向上させるため、広報
体制の基盤を整備し、市民のシビックプライドの醸成、移
住・定住の促進、交流人口・関係人口の拡大を図り、転入
超過の継続を目指します。

シティプロモーション事業
●シティプロモーション戦略業務委託料 3,500 万円

選ばれる住宅団地を目指し、住民意向調査を基に、暮ら
しや住まいづくりに関する将来のあり方を地域とともに
検討します。
また、空き家の掘り起こしやマッチングなどを地域で実

施する地域版の空き家バンク制度を創設し、中山間地域な
どの移住・定住を促進します。

住宅政策一般事業
●住宅団地住まいづくり支援業務委託料 150万円

空き家対策推進事業
●地域版空き家バンク運営業務委託料 100万円
●空き家活用補助金など 853万円

宮島口地区の整備を進めています 6 億 3,596 万 3 千円

宮島口地区を新たな観光交流拠点とし、賑わいを創出で
きるよう、交通、環境、景観などの総合的な整備を進めま
す。
国道２号と宮島口旅客ターミナルを結ぶアクセス道路

や港湾緑地ほか県港湾施設等のハード整備を促進すると
ともに、景観形成、エリアマネジメント、渋滞対策などの
ソフト対策を推進します。

宮島口地区整備事業
●港湾施設の整備 3億 9,376 万 7千円
●アクセス道路（赤崎３号線）の整備など

2億 4,219 万 6千円

オフィスの誘致を促進します 1,000 万円

市民の雇用機会の確保及び新たなビジネスの創出を促
進するため、市内で新たに事業場を開設する情報サービ
ス産業等を行う事業者に対し、助成金を交付します。

企業立地促進事業
●オフィス誘致促進助成金 1,000 万円

写真提供：広島県 令和４年 11月時点

廿日市市役所 7階 共創スペース
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市税 
166.8億円(+3.5%)

国・県支出金
112.9億円(△0.2%)地方交付税

113.0億円(+5.6%)

市債（借入金）
49.7億円(+3.5%)

繰入金
39.0億円(+66.7％)

交付金(地方譲与税など) 
38.2億(+11.2%)

その他（使用料など）
47.0億円(+19.6%)

歳入
566.7億円
(+7.6%)

民生費
194.3億円（+2.1%）

総務費
91.9億円（+9.7%）

土木費
70.8億円（+14.0%）

公債費
67.2億円（+4.6%）

教育費
51.5億円（+17.2%）

衛生費
36.2億円（+15.6%）

消防費
24.4億円（+15.0％）

農林水産業費
13.2億円（+14.4%）

商工費
12.1億円（+△7.3%）

その他 5.1億円
（△1.5%）

歳出
566.7億円
(+7.6％)

Ⅲ 令和５年度一般会計予算の内容

歳入・歳出予算の概要｜目的別

※カッコ内は前年度比

※カッコ内は前年度比

【歳入予算の概要】
歳入の約３割を占める市税は、給与所得の増加などに伴う個人市民税の増加などにより、前年度

に比べ 5.6 億円の増、地方交付税は、国の地方財政対策に基づき、6.0 億円の増、また、繰入金は、
まちづくり推進基金からの繰り入れの増加などにより、15.6 億円の増を見込んでいます。

【歳出予算の概要】
総務費は、まちづくり推進基金積立金の増や未来物流産業団地造成事業の実施などにより、8.2

億円の増、土木費は、公園整備事業や広島県水道広域連合企業団職員分の人件費の増加などにより、
8.7 億円の増を見込んでいます。
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歳入予算の内訳

歳出予算の内訳｜目的別

般

｜

区 分 令和５年度 令和４年度 増減額 対前年伸率

市税 16,675,300 16,113,600 561,700 3.5

国・県支出金 11,292,977 11,318,158 △ 25,181 △ 0.2

地方交付税 11,300,000 10,700,000 600,000 5.6

市債（借入金） 4,971,300 4,805,500 165,800 3.5

繰入金 3,904,799 2,342,724 1,562,075 66.7

交付金（地方譲与税など） 3,822,842 3,438,723 384,119 11.2

その他（使用料など） 4,702,782 3,931,295 771,487 19.6

計 56,670,000 52,650,000 4,020,000 7.6

目 的 内 容 令和５年度 令和４年度 増減額 対前年伸率

民 生 費 児童、高齢者、障がい者福祉の充
実などに

19,425,832 19,021,531 404,301 2.1

総 務 費 コミュニティの推進や内部事務の
費用などに

9,192,655 8,376,148 816,507 9.7

土 木 費 道路や河川、公園の整備などに 7,075,249 6,204,521 870,728 14.0

公 債 費 借入金の返済に 6,717,039 6,419,467 297,572 4.6

教 育 費 学校教育や社会教育の充実に 5,153,766 4,395,731 758,035 17.2

衛 生 費 保健医療やごみ処理などに 3,623,593 3,133,275 490,318 15.6

消 防 費 消防、救急や防災対策などに 2,439,211 2,120,366 318,845 15.0

農林水産業費 農林水産業の振興のために 1,324,265 1,157,327 166,938 14.4

商 工 費 商工業、観光の振興のために 1,208,272 1,303,491 △ 95,219 △ 7.3

そ の 他 議会・災害復旧など 510,118 518,143 △ 8,025 △ 1.5

計 56,670,000 52,650,000 4,020,000 7.6

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）
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市税の内訳

市税の推移

令和５年度 令和４年度 増減額 対前年伸率

7,034,693 6,744,743 289,950 4.3

個 人 市 民 税 6,218,584 5,956,865 261,719 4.4

法 人 市 民 税 816,109 787,878 28,231 3.6

7,667,087 7,528,050 139,037 1.8

336,921 331,572 5,349 1.6

599,577 609,368 △ 9,791 △ 1.6

104,000 - 104,000 皆増

37,279 28,673 8,606 30.0

895,743 871,194 24,549 2.8

16,675,300 16,113,600 561,700 3.5

区  分

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市町村たばこ税

宮 島 訪 問 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市 税 計

157 

169 168 

162 

159 
157 

153 153 
156 

153 

160 161 160 161 
160 

161 161 

167 

140

150

160

170

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

歳入予算の内訳｜市税

令和５年度の市税収入は、給与所得の増加などに伴う個人市民税の増、家屋の新増築分な
どの影響に伴う固定資産税の増、また、令和５年 10 月１日から徴収開始する宮島訪問税の
影響などにより、前年度から 5.6 億円の増（3.5％）で、過去 10 年間では最高の税収を見込
んでいます。

（単位：千円、％）

※ H18～R３は決算額、R４及びR５は当初予算額です。

（年度）

（億円）
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目的税※などの使途 ※使い道が決まっている税

宮島訪問税（法定外普通税） １億 400 万円
宮島訪問税は、宮島への訪問者にかかる税で、次の事業に活用します。

発生・増幅する行政需要
に 対 応 す る 取 組

事 業 費 4 億 9,385 万 8 千円
一般財源 2 億 1,489 万 6 千円

観光施設管理事業、観光おもてなし向上事業 な
ど

将 来 の 負 荷 を 軽 減
・ 予 防 す る 取 組

事 業 費 9 億 4,960 万 8 千円
一般財源 1 億 2,287 万 4 千円

地球温暖化対策推進事業、宮島まちづくり推進事
業 など

入湯税 3,727 万 9 千円
入湯税は、鉱泉浴場へ入湯する人にかかる税で、次の事業に活用します。

環境衛生施設の整備 93 万 2 千円 塵芥処理場管理運営事業

消 防 施 設 の 整 備 652 万 4 千円 消防通信施設維持管理事業、高規格救急自動車整備事業、
消防庁舎整備事業

観 光 施 設 の 整 備 173 万 2 千円 観光施設管理事業、スパ羅漢管理事業

観 光 の 振 興 2,809 万 1 千円 観光誘客強化事業、観光資源ネットワーク化事業

都市計画税 8 億 9,574 万 3 千円
都市計画税は、市街化区域内に土地や家屋を所有する人にかかる税で、次の事業に活用します。

街 路 事 業 9,150 万円 畑口寺田線５工区、佐方線、地御前串戸線

下 水 道 事 業 等 6 億 734 万 3 千円
広島市ポンプ場建設負担金、下水道事業会計への負担金等（下
水道整備のために借り入れた地方債の元利償還金相当額等）

地 方 債 の 償 還 1 億 9,690 万円 都市計画事業の実施のために借り入れた地方債の元利償還金

森林環境譲与税 6,018 万 9 千円
森林環境譲与税は、令和５年度までの間、税収相当額が市町村に譲与され、本市では、森林整備及び
その促進に関する費用に充てるため、森林環境譲与税基金に積み立て、各種事業に活用します。

経営管理権の取得 5,652 万 6 千円 森林管理事業
※令和５年度は、合計 8,410 万 5
千円（令和４年度以前の譲与税分
を含む額）を左記の事業に充当

人材育成・担い手の確保 390 万 2 千円 林業人材育成事業

木材の利用促進や普及啓発 2,367 万 7 千円 木材利用促進事業、産業振興
ビジョン推進事業

地方消費税交付金（増税分） 15 億 8,607 万円
地方消費税の増税に伴う地方消費税交付金の増収分は、社会保障施策に要する経費に充てることとさ
れています。

社 会 福 祉 7 億 3,957 万 4 千円 障害福祉サービス費給付事業、障害児通園等事業、保育園管理
運営事業、私立保育園運営事業、生活保護扶助事業 等

社 会 保 険 8 億 1,871 万 5 千円 介護保険特別会計繰出金、後期高齢者医療特別会計繰出金、国
民健康保険特別会計繰出金

保 健 衛 生 2,778 万 1 千円 第二次救急医療運営補助金、予防接種事業、母子保健事業、健
康増進事業
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地方交付税の内訳

地方交付税等の推移

11,300,000 10,700,000 600,000 5.6
普 通 交 付 税 10,350,000 9,850,000 500,000 5.1
特 別 交 付 税 950,000 850,000 100,000 11.8

550,000 1,600,000 △ 1,050,000 △ 65.6
11,850,000 12,300,000 △ 450,000 △ 3.7

区  分 令和５年度 令和４年度 増 減 額 対前年伸率
① 地 方 交 付 税

② 臨 時 財 政 対 策 債
実質的な地方交付税(①+②)

歳入予算の内訳｜地方交付税

国の地方財政対策等に基づき算定し、普通交付税は 5 億円の増（5.1％）、臨時財政対策債は 10.5
億円の減（△65.6％）となり、実質的な地方交付税は 4.5 億円の減（△3.7％）を見込んでいます。

歳入予算の内訳｜その他

区 分 令和５年度予算額 主な内容

国・県支出金 112 億 9,297 万 7 千円
前年度比△0.2％

社会保障関係 91 億 8,032 万 1 千円（前年度比 2.3％）
普通建設事業関係 10 億 1,676 万 2 千円（前年度比 △16.7％）
その他 10 億 9,589 万 4 千円（前年度比 △2.2％）

市 債
（ 借 入 金 ）

49 億 7,130 万円
前年度比 3.5％

事業債 44 億 2,130 万円（前年度比 5.1％）
臨時財政対策債 5 億 5,000 万円（前年度比 △8.4％）

繰 入 金 39 億 479 万 9 千円
前年度比 66.7％

財政調整基金 7 億円（前年度比 0.0％）
まちづくり推進基金 23 億 9,775 万円（前年度比 99.4％）

（単位：千円、％）

73 70 74 79 87 91
101 97 96 93 91 90 89 89

97
111 107 113

15 12 11
17

30 23
25 26 23

19 16 17 18 17
15

15 16 6

87 82 86
96

116 113
126 123 119

113 107 107 108 105
112

126 123 119

0 

30 

60 

90 

120 

150 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

臨時財政対策債
地方交付税

（億円）

※ H18～R３は決算額、R４及びR５は当初予算額です。

（年度）
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まちづくり推進基金の活用｜23 億 9,775 万円

１ 合併特例事業債を原資とした基金積立分｜（4 億 1,000 万円）

２ 宮島ボートレース企業団からの配分金を原資とした基金積立分（19 億 7,775 万円）

３ 寄附金を原資とした基金積立分（1,000 万円）
˜ 小中学校（10 校）の図書館リニューアル事業【学校図書館活用推進事業】に活用します。

˜ 令和 2 年３月に合併特例事業債を活用し、基金造成を行っており、市町村合併建設計画作成の
指針に基づく次の①～③の視点（方向性）により、各事業に活用します。

※基金造成額 37 億 3,330 万円（市債 35 億 4,660 万円・一般財源 1 億 8,670 万円）

① 一体的なまちづくりに
資する事業

（人づくり・地域づくり）
2 億 5,800 万円

集会所整備事業、協働のまちづくり事業、こども医療費
給付事業、私立保育園運営事業、留守家庭児童会運営事
業、学校教育振興一般事業、不登校総合対策事業、地域
学校協働活動事業 など

② 住民の福祉の向上等
に資する事業 3,400 万円 デジタル化推進事業、過疎地域等介護人材確保・定着支

援事業、産業振興ビジョン推進事業

③ 均衡ある発展に資する事業
（地域性、将来性を踏まえたま
ちづくり）

1 億 1,800 万円
企画調整事業、シティプロモーション事業、市街地整備
関連調査事業、宮島口地区整備事業、空き家対策推進事
業

˜ 「こども・子育て、教育、医療・福祉、スポーツ、消防・防災、公共インフラ、環境」を中心
とした事業（主にハード事業）に活用します。

※令和４年度分 12 億 4,525 万円、令和５年度分（見込）7 億 3,250 万円

① こども・子育てに関する
事業 2 億 6,700 万円 筏津地区公共施設再編事業、保育園管理運営事業、保育園

維持管理事業、私立保育園運営事業

② 教育に関する事業 6 億 3,600 万円
吉和支所複合施設整備事業、不登校総合対策事業、小・中
学校維持管理事業、小・中学校ＩＣＴ活用教育推進事業、
小・中学校リニューアル事業、市民センターリニューアル
事業 など

③ 医療・福祉に関する事業 1 億 2,500 万円 地域医療拠点等整備事業、福祉センター管理運営事業、
保健衛生一般事業、吉和診療所管理運営事業

④ スポーツ振興に関する事業 4,700 万円 公園整備事業、スポーツ推進事業、体育施設管理運営事業

⑤ 消防・防災に関する事業 2 億 6,700 万円 消防庁舎整備事業、高規格救急自動車整備事業、指揮車整
備事業

⑥ 公共インフラ整備に関す
る事業

5 億 5,075 万円 公共インフラ（道路、橋りょう、歩道、林道、公園、農道
水路等）の整備・維持管理

⑦ 環境・カーボンニュート
ラルに関する事業

8,500 万円 地球温暖化対策事業、塵芥処理場管理運営事業
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ふるさと応援基金（ふるさと納税）の活用｜3 億 1,525 万 5 千円

˜ふるさと納税制度を活用し、本市への寄附金を寄附者の意向に沿った事業(10 区分)に活用します。
※令和４年度寄附見込額４億 2,000 万円(うち 1 億 474 万 5 千円は令和４年度事業に充当)

まち・ひと・しごと創生基金（企業版ふるさと納税）の活用｜2,130 万円

˜企業版ふるさと納税制度を活用し、企業からの寄附金を本市が行う地方創生の取組（第２期廿日
市市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく事業）に活用します。
※令和４年度の寄附額の一部（2,130 万円）を令和５年度事業に充当

① 世界文化遺産を擁する
宮島の自然や文化財の保護
と観光振興に関する事業

1 億 642 万 6 千円 観光おもてなし向上事業、観光誘客強化事業、観光
資源ネットワーク化事業、文化財保存・保護事業

② 子ども・子育て支援に
関する事業 5,521 万 5 千円 児童会管理運営事業、母子保健事業、産後ケア事業

③～⑩ 上記以外の事業
（中山間地域の振興、福祉・医療、
教育、環境、スポーツなど）

1 億 5,361 万 4 千円
中山間地域振興事業、多世代サポートセンター管理
運営事業、小学校教育振興一般事業、環境管理事業、
スポーツ推進事業、新型コロナウイルス感染症対策
事業、健康増進事業 など

① 佐伯総合スポーツ公園の
再整備 1,880 万円 公園整備事業

（佐伯総合スポーツ公園野球場の整備）

② 小中高女子野球活動の
支援事業 250 万円 スポーツ推進事業

（女子野球タウン推進事業）
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歳出予算の内訳｜性質別

性 質 令和５年度 令和４年度 増減額 対前年伸率
義務的経費 26,921,446 26,093,356 828,090 3.2

人件費 11,038,701 10,510,926 527,775 5.0

扶助費 9,165,706 9,162,963 2,743 0.0

公債費 6,717,039 6,419,467 297,572 4.6

投資的経費 7,330,786 6,465,388 865,398 13.4

普通建設事業費 7,257,819 6,393,388 864,431 13.5

災害復旧事業費 72,967 72,000 967 1.3

その他経費 22,417,768 20,091,256 2,326,512 11.6

物件費 8,821,362 7,934,024 887,338 11.2

補助費等 6,325,895 5,856,608 469,287 8.0

繰出金 4,468,620 4,429,553 39,067 0.9

積立金、出資金、貸付金 2,045,953 1,073,366 972,587 90.6

維持補修費 685,938 727,705 △ 41,767 △ 5.7

予備費 70,000 70,000 0 0.0

計 56,670,000 52,650,000 4,020,000 7.6

（単位：千円、％）

【主な増減要因】
・人件費 5.3 億円の増（5.0％）

広島県水道広域連合企業団職員分の増
など

・普通建設事業費 8.6 億円の増
（13.5％）

公園整備事業、小学校リニューアル事業
の増など

・物件費 8.9 億円の増（11.2％）
電気料金等の高騰、多世代活動交流セン
ター事業の増など

・積立金 など 9.7 億円の増（90.6％）
まちづくり推進基金積立金、広島県水道
広域連合企業団出資金の増など

※カッコ内は前年度比

人件費
110.4億円

+5.0%

扶助費
91.7億円

±0％

公債費
67.2億円
+4.6％

普通建設事
業費

72.6億円
+13.5％

災害復旧事業費
7,297万円

（+1.3％）

物件費
88.2億円
+11.2％

補助費等
63.3億円
+8.0％

繰出金
44.7億円
+0.9％

積立金､出資金､貸付金
20.5億円（+90.6％）

維持補修費
6.9億円（△5.7％）

予備費
7,000万円（±0％）

義務的経費
269.2億円

投資的経費
73.3億円

その他経費
224.2億円
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一般会計
その他
会  計

計 一般会計
その他
会  計

計 一般会計
その他
会  計

計

946 63 1,009 917 89 1,006 29 △ 26 3

フルタイム勤務 26 2 28 21 3 24 5 △ 1 4

短時間勤務 15 1 16 16 1 17 △ 1 0 △ 1

フルタイム勤務 43 1 44 37 1 38 6 0 6

短時間勤務 30 0 30 27 0 27 3 0 3
※ 「一般職の任期付職員」とは、一般職の任期付職員の採用等に関する条例に基づき、任期を定めて採用した職員のことです。

令和5年度 令和４年度
（R5.4.1予定） （R4.4.1現在）

任期の定めのない職員

区  分
増 減

一 般 職 の
任 期 付 職 員

再 任 用 職 員

1,158

1,129

1,109

1,086
1,064

1,052 1,053 1,048 1,044 1,044 1,037
1,022 1,019 1,010 1,007 1,007 1,006 1,009

950 

1,000 

1,050 

1,100 

1,150 

1,200 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５

職員数の推移

令和５年度の任期の定めのない職員数は、前年度と比べ３名増の 1,009 人を見込んでいます。

市債借入額と元金償還額の推移

合併特例事業債（令和元年度借入）の償還開始に伴い、元金償還額は前年度より増加しています。ま
た、市債借入額より元金償還額が大きいことから、市債残高は減小する見込みです。

63 61

47

71

116 114

77

58

48 5054 61

50

62
49 47 52 55

62 65

0

50

100

150

H26 H27 H28 H29 H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

市債借入額 元金償還額

（単位：人）

（人）

（年度）

※各年度 4 月 1 日現在の任期の定めのない職員数です。H18～R４は実績数、R５は予定数です。

（億円）

（年度）

※ H26～R３は決算額、R４及びR５は当初予算額です。
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92 101 109 122 147

163 181

199

213 221
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206

191

610 595
574

549 548
578 565 560 566 557 551 558

619

680
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0 

200 
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800 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

実質的な市債残高 臨時財政対策債

市債残高（年度末）の推移

令和５年度末の市債残高（普通会計）は、前年度に比べ約８億円減小し、約 696 億円となる見込みで
す。また、臨時財政対策債を除く実質的な市債残高は、前年度に比べ約 5 億円増加し、約 504 億円とな
る見込みです。

基金残高（年度末）の推移

財源調整的基金（財政調整基金、公共施設等整備基金、減債基金）にまちづくり推進基金を加えた基
金残高は、令和５年度末で約 83 億円となる見込みです。

（億円）

（年度）

（億円）

※ H18～R３は決算額、R４及びR５は見込額です。

※ H18～R３は決算額、R４及びR５は見込額です。
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財政調整基金 公共施設等整備基金 減債基金 まちづくり推進基金

（年度）
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会計別の予算額｜前年度比較

資料編

区分 令和５年度 令和４年度 増減額 対前年伸率

１ 一 般 会 計 56,670,000 52,650,000 4,020,000 7.6

２

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 11,720,100 11,700,683 19,417 0.2

介 護 保 険 11,095,236 11,069,896 25,340 0.2

後 期 高 齢 者 医 療 1,939,544 1,819,809 119,735 6.6

漁 港 管 理 18,032 20,839 △2,807 △13.5

墓 地 管 理 事 業 42,207 61,335 △19,128 △31.2

港 湾 管 理 事 業 130,929 106,300 24,629 23.2

市 営 住 宅 事 業 431,033 273,614 157,419 57.5

宮 島 水 族 館 事 業 621,292 643,090 △ 21,798 △ 3.4

小 計 25,998,373 25,695,566 302,807 1.2

３

企
業
会
計

国 民 宿 舎 事 業 44,274 43,201 1,073 2.5

下 水 道 事 業 9,252,505 8,584,056 668,449 7.8

小 計 9,296,779 8,627,257 669,522 7.8

合 計 91,965,152 86,972,823 4,992,329 5.7

（単位：千円、％）





あなたは
どこを
選びますか?
瀬戸内海から中国山地まで、南北に
広がる廿日市市。住むところによっ
て暮らし方が変わります。

 広島県廿日市市　www.city.hatsukaichi.lg.jp

写真： 宮島・滝小路のまちなみ


